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『建設業しんこう』は
Webでも

ご覧いただけます。

建設産業の今を伝え
未来を考える

https://www.shinko-web.jp/
しんこうWeb 検 索

メルマガ登録は
コチラから！

いつでもチェック!!
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PRESCRIPTION
日本経済の動向

建設経済の動向
■ テレワークはどこまで進むか

■ 大転換期を迎える治水技術

連載 かわいい土木 【第31回】
■ 駒沢給水所の配水塔
　／東京都世田谷区

02

10

11

14

16

最近の経営事項審査の
改正点及び今後の
改正予定等について
国土交通省　不動産・建設経済局　建設業課
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12連載 働き方改革関連法案に対応！！
建設業の労務管理
■ 【第7回】
　年次有給休暇の取得義務について

■  Ⅰ 認定能力評価基準によりレベル判定された者の評価に係る改正
■ Ⅱ コロナウイルス感染症の影響を踏まえた経営事項審査の受審の特例について
■ Ⅲ 新型コロナウイルス感染症等の影響に対応するための国税関係法律の
　　臨時特例に関する法律第３条の規定による納税猶予の適用者等に係る
　　経営規模等評価における納税証明書の取扱いについて
■ Ⅳ 建設業の経理の状況に関する改正
■ Ⅴ 知識及び技術又は技能の向上に関する取組の状況に関する改正
■ Ⅵ おわりに

建設産業人材確保・
育成推進協議会
建設産業の魅力を発信！

建設産業の今を伝え
未来を考える
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駒沢給水所の次に標高の高い場所は丘
の下にトンネルを掘って水道管を通した。
入口に「岡本隧道」と彫ってある。

新宿中央公園の六角堂。配水塔屋上のあず
まやと雰囲気が似ている。

岡本隧道のある岡本公園には古いマンホー
ルも。丸いツマミがドボかわいい。

「渋水」と彫られた古い境界石。

　さて、私が気になるのは、屋上の「あず

まや」の存在だ。これと似たあずまやが、

東京・西新宿の新宿中央公園にも遺され

ている。中島博士が建設を指揮した淀橋

浄水場の跡地だ。「六角堂」と呼ばれるこの

あずまやは、浄水場の沈殿池の建設残土

を盛り上げた築山の上に休憩所として建

てられ、ここから広大な場内を見渡せた。

　駒沢給水所のある世田谷区弦巻は、今

でこそ住宅が建ち並んでいるが、完成当

時は一面に野菜畑が広がる郊外ののどか

な丘だった。屋上からの見晴らしもよかっ

たに違いない。

　中島博士は渋谷町水道の完成を見届

けた後、東京市の東近郊で荒玉水道の建

設を手がけていた最中に急逝。追悼集に

は、水源調査のために部下とともに山中

へ分け入る様子や、「技術は神聖であり、

技術者は私情に駆られてことを誤っては

ならぬ」と部下を諭したエピソードなどが

紹介されている。旅行を好み、小鳥や植物

を愛したとも記されていた。

　配水塔のあずまやは装飾としての意味

合いが濃く、果たして博士がそこへ登っ

て周囲を眺めたかどうかは分からない。

しかし、全国を飛び回り、近代水道の普及

に一生を捧げた土木技術者には、鳥の目

で地形を読み、自然を感じる姿がよく似合

う。このあずまやは、大所高所から判断する

ことの大事さを伝える博士からのメッセー

ジだったのではないか――。私には、そんな

ふうに思えてならないのだ。

屋上のあずまやは
博士からのメッセージ

２基の配水塔はトラス橋でつながれており、屋上へ向かう外階段とつながっている。現在はセキュリティー上、駒沢給水所の一般公開はされておら
ず、眺望を確かめられないのが残念だ。

アクセス
access

東急田園都市線桜新町駅から
徒歩7分
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Twitterはじめました！ 「建設産業人材協」

「建設現場へGO！」
－見る、知る、働く、建設産業のJobポータル－

国土交通省 不動産・建設経済局 建設市場整備課　(一財)建設業振興基金 経営基盤整備支援センター
＜お問合せ＞ TEL：03-5473-4572

建設産業人材確保・育成推進協議会（略称：人材協）は、行政機関と多くの建設産業
団体により組織され、建設産業における若者の担い手確保・育成・定着を推進する
活動を行っています。

建設現場へGO！は、建設産業のさまざまな情
報を、建設産業が一体となってお届けする建設
業のJobポータルです。

建設産業人材確保・育成推進協議会
建設産業の魅力を発信！

genba-go.jp

事務局

様々な情報を
発信中！

＠kikin_ jinzaikyo

TwitterアカウントID

フォローはこちらから！

多くの若者に建設業の仕事を選んでいただけるよう
魅力を高めるとともにタイムリーな情報発信に努めます。

ホームページURL





富士教育訓練センターの再開と
今後の教育について
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富士教
育訓練

センタ
ーが再

開

住所：静岡県富士宮市根原492-8 　TEL：0544-52-0968
URL：http://www.fuji-kkc.ac.jp/default.asp富士教育訓練センター

日頃より、富士教
育訓練センター（以
下センター）の教育
訓練活動にご理解
ご協力を賜り、厚く
お礼申し上げます。

国 内 にお いて新
型コロナウイルスに
感 染した事 例 が 相
次いで報告されてい
る中、当センターに

おいても４月より休校としておりました。
しかしながら、緊急非常事態や東京アラー

トの解除といった状況、規制から緩和へと向
かう背景からセンターとしても6月29日より
再開いたしました。まだまだ収束したとは言
えず、今後は第２波・第３波があるのではと
懸念されるところではあります。このため、再
開するにあたり、当然のことながら訓練生、講
師、職員、関連業者等への感染防止に努める
ことが重要と考えております。

センター独自の「運用ガイドライン」を作
成・公開しておりますが、従来とは違うセン
ターでの過ごし方、利用方法となり皆様には

大変ご不便をお掛け致しますが、これをセン
ターの「新しい生活様式」としてご理解・ご協
力を賜りたくお願い申し上げます。 

センターは創設以来、技能職を対象とした
技能習得、職業訓練を行う場でありましたが、
2009年より大手総合建設業が新入社員教育
の場として参入し、現在では年間20社を超え
る総合建設業がセンターを利用しています。

こうした中で技能者との共同生活を通じて
若手技術者から、「技能者に対して尊敬の念
を抱くようになった」「技能者が安全で働きや
すい環境を作るのが技術者の役割だ」といっ
た意見が研修報告書で散見されるようになり
ました。技能者と技術者が言い換えれば、専
門工事業と総合建設業が両輪になって建設
業を盛り上げていくこと、そしてセンターの校
是でもある「ものづくりは人づくりから」を実
感しております。

また、大学・専門学校・高等学校等の学生・
生徒を受け入れ就職前準備研修にも注力し
ており、将来を担う建設従事者の卵の育成に
も取り組んでおります。しかしながら、教育機
関の学科名から「土木」「建築」が消え、「環境」

「エンジニアリング」が台頭し、時代の変化

も感じています。
センターにおいても、施設がリニューアル

されたことを契機に「土木」「建築」「技能者」
「技術者」の枠に縛られることなく、次世代の
建設業界を展望しつつ、参入企業の見直し、
研修メニューの多様化、講師陣の強化など、
新規参入企業や技能者・技術者にとっても
マーケットインとなるような教育体系と環境
を整備します。

特に、コロナウイルス感染症の流行により
働き方が様変わりしようとしている今、職業
訓練「ひとを育てる教育」の在り方も変わって
いくことだろうと思います。今後は、座学はリ
モート教育や出前講座を中心に行うこととす
る一方、実学についてはこのセンターに来所
しなければ決して身に着けることのできない
ような、これまで以上に高い付加価値を持っ
た教育訓練の実現が肝要です。それには、送
り出し企業・団体・学校とのより綿密な連携
が重要で、本年実施できなかった企業様との
情報共有を行い、比較検証をしながら再構
築することが、センターの行く末を明るいも
のへと導いて行くのではと考えます。

富士教育
訓練センター校長 

小松原 学


